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草 創 期 の 韓 国 財 閥

LGの 成 り立ちを事例として一

山 根 眞 一

は じ め に

本研究の目的は,韓 国の財閥について,戦 前の創業期から基盤が確立 し飛躍

発展が始 まるまでを対象時期として.そ の時期に形成された経営組織の実態が

現在 と歴史的にどう変化 しながらもつながりがあるのか,そ こから現在 をどの

ように埋解 し将来への展開を考えることができるのか,そ の手がかりを探るこ

とである。

1財 閥草創期の歴史的背景

1草 創期 か ら基盤 形成期 へ(1930年 代 ～1950年 末)

まず 韓 国財 閥 の ル ー ッに つ い て調 べ て み よ う。 そ の こ とに よ っ て,現 在 活躍

す る伝統 的財 閥 の 本 質 に一 層 迫 る こ とが で きる し,韓 国財 閥 の コ ー ポ レー ト ・

ガバ ナ ン スの 源流 を明 らか に しなが ら現 状 の 財 閥 の動 向 ,す な わ ち韓 国 経 済へ

の理 解 を深 め られ る と考 え る か らで ある 。

韓 国 財 閥 の ト ップ ・グル ー プ は2000年 現 在,「 現 代 」 「三星 」 「LG」 の3大 財

閥 か ら成 っ て い る。 現 在 数 多 くの 「財 閥 」 す な わ ち企 業 グ ルー プが 存 在 して い

る が,こ の3大 財 閥 は戦 前 に源 流 を形 成 した最 も古 い歴 史 の あ る財 閥 で あ る 。

そ の 問 に は多 くの企 業 グ ルー プの 浮 沈 が あ った 。

まず,「 現 代 」 は1950年 に登 記 され た 現 代 建 設 が直 接 的 源 流 とさ れ て い る 。

しか し,創 業 者 ・鄭 周永 が 自動 車 修 理 業 を始 め た の は古 く1940年 頃 の こ とで
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あった1♪。 また,「三星」の直接的源流は李乗詰が1938年 に創業 した三星商会で

あっだ1。 さらに,「LG」 については,具 仁會が事業家 として本格的にスター

トしたのは,1940年 の具仁會商会の設立からであ り,具 氏が許氏との協 力に

よって経営を始めたのは1945年 であった㌔

このように,韓 国3大 財閥の創業期は第二次大戦以前 にまで遡る。その当時

の韓国工業化の状況について,た とえば堀和生 は次 のように述べている。「朝

鮮の植民地期における工業化の第1期 は36-37年 頃までとして,こ の30年 代は

日本からの工場進出によって市場が漸次拡張 しつつあった時期であり,移 入品

によって促進された場合もあり,新 しい資本主義的な生産力によって,農 村地

域 を含めて朝鮮内部の社会的分業が急速に再編され,そ の過程で市場条件に変

化が起 こった」41。三大財閥の源流はこのような活気に満ちた時代に求められる

のである。

しか しながら,1945年 の大戦終了(1「光復」)か ら間もなく,朝 鮮半島は南北

に分断され経済は混乱を極めた,、たとえば,司 空壱は当時の状況を次のように

説明 している。「地下資源と植民地時代に日本が建設 した大半の工業施設は北

朝鮮に残された」。「技術者 とエンジニアの80%以 上が日本人であったが,彼 等

を含めて日本人管理者 も一斉帰国 したことは朝鮮経済に大 きなマイナス要因と

なった」 と。「光復」から間もなく朝鮮戦争が勃発 し韓国経済全体の生産能力

の3分 の2が 破壊されて しまったのである51、,

朝鮮戦争の終了後,韓 国ではアメリカヘの政治 ・経済面での従属 を強めなが

1)服 部 民 夫 「韓 国 の経 営 発 展 』 文 眞堂,1988年,255ペ ー シ。

2)全 龍 笠 ・韓 清 和,康 子 宅 訳 『韓 国三 星 グ ルー プの 成 長 戦 略』 目本経 済 新 聞社.1997年,21ベ ー

ジ、,服 部,前 掲 占 『韓 国 の経 営 発 展 』:243ペ ー ジ.な お,服 部 は 「;星 の源 流 を 三 星 商 会 創 業 の

1938年 とす る見 方 と三 星 物 産 創 業 の1951年 と い う見 方 が あ る よ うだ 」 と述 べ て い る ・筆 者1ま,事

業 の実 質 の ス ター トを見 る 立場 を と り 「38年 」 と した.

3)(早)LG・ 判三 編 集 『LG斗 叫50taス ト1魅 噌 刺,デ 剤 到朴LG糾 幹,1997年,94ぺ 一 ジ。

4)堀 和 生 「1930年 代 朝 鮮 工 業 化 の 再 生 産 条件 」(中 村哲 他編 『朝 鮮 近 代 の経 済 構 造 』 口本 評 論 社,

1990年)297ペ ー ジ。

5)IiSakollg,κ θ喫``プ,``1擢Hわ ノ∫4Eぐ07ro,η)㌧TheInstitlltef⊂)rInterna"ollalEconomics,

Washington、1993.(司 空 壱,渡 辺 利 夫 監 訳,宇 山 博 訳 『韓 国経 済 新 時 代 の 構 図』 東 洋 経 済 新 報

社,且998年,7-8べ 一 シ)、,
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ら旺 盛 な復 興 需 要 を背 景 に急速 な工 業 化 が進 め られ た 。 北朝 鮮 との 緊張 関係 の

中 で政 治 権 力 と結 びつ い た 政商 的資 本 家 が韓 国経 済 を リー ドす る よ うに な り,

彼 らは ア メ リカか らの 経 済援 助 へ の依 存 を深 め た。 た と えば,ア メ リ カか らの

無 償 援 助 額 は31.4億 ドル と巨額 に達 し,政 府 の一 般 財 政 に占 め る外 国援 助 の比

率 は1956年 に は52,9%に まで達 した 。 これ らの援 助 の80%は 消 費 財 や 原材 料 で

あ り,綿 花 ・原 糖 ・小 麦 の 割 り当 て に よ る 「三 白産 業 」 が 発 展 し"),政 府 との

密 接 な関 係 を利 用 しなが ら韓 国財 閥 は そ の最 初 の姿 を現 し始 め る の で あ る 。 ま

た,次 に見 る よ う に1960年 代 前 半 にか け て も多 くの 新 しい 財 閥 が 登場 す る こ と

とな っ た。

2飛 躍の初期(1960年 代)

朴正煕大統領がクーデターによって政権 を掌握 したのは1961年 のことであっ

た。彼は経済発展を政策目標に掲げ対外指向型開発戦略を選択 して,積 極的に

対外借款 ・外資導入を推進した"。62年 に第一次の 「5ヵ年計画」が策定 され

輸出促進を重要課題として工業化のための基盤整備が進められた。この機運に

乗じる形で.「財閥」 と呼ばれるい くつかの企業 グループが急速に規模 を拡大

し8),「現代」も活発なインフラ整備事業の過程でその基盤を固めながら急成長

した。

また,60年 代後半にはベ トナム特需が新 しい利権癒藩 と経済発展の段階を生

み出すこととなった。すなわち,65年 に始まったベ トナム戦争は韓国に特需景

気をもたらし.「現代」も急成長 して,「韓進」「大宇」「大林」「OB(斗 山)」

「セハン」「暁星」「鮮京」などの新 しい財閥も登場 した、、かれらはベ トナム戦

争と関連する産業部門で巨大な富を蓄積 し,韓 国の高度成長を支えたのである9。

これまで概観 してきたように,韓 国の経済発展の基礎は朝鮮戦争終了後の50

6)滝 沢秀樹 『アジアの 中の韓国社会』御茶 の水書 房,2000年,17-18ペ ージ。

7)同 上書,23ぺ 一ジ。

8)服 部,前 掲書 『韓国 の経営発展』48ペ ー ジ.

9)朴 根好 『韓 国の経済発展 とべ1・ナ ム戦争 」御茶の水書房,1993年,ll3-ll6ペ ージ、、
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年 代 後 半 か ら60年 代 始 め 頃 に か けて 形 成 され た もの と見 られ る。50年3月 に

「農地 改 革 法」 が成 立 したが 不 徹 底 とい う評 価 で あ り,た とえ ば,桜 井 浩 も韓

国 の農 地改 革 は工 業 生 産 に寄 与 す る と ころ は少 な か っ た と述 べ なが ら も,工 業

資 本蓄 積 の支 え に な っ た こ と は注 目 すべ きだ と述 べ て い る1①。

また,朴 正 煕 が経 済5ヵ 年計 画 を62年 か ら ス ター トさせ たが,そ の 基礎 は50

年 代 末 に で きて い た。 す なわ ち,李 承 晩 時 代 にす で に同 計 画 は策定 され て60年

3月 の 国務 会 議11)を 通 過 しなが ら も,Irの 目 を見 ず に クー デ ター の 中 で埋 れ た

とい ゲ2,。 財 閥 資 本 形 成 の 基 礎 は こ の前 後 の時 期 に築 か れ た もの と して も よい

で あ ろ ゲ31.と は い え,政 府 に よる 経 済 発 展 戦 略 に沿 っ た民 間企 業 の海 外 展 開

が進 め ら れ,本 格 的 な経 済発 展 が始 まっ た の は,60年 代 に入 って か らの こ とで

あ っ た14)、,

3大 財閥の多角化経営

ここで財閥として最も古い歴史を持つ 「三星」 と 「現代」,さ らに 「LG」 の

多角化による発展の過程について簡単にまとめてみよう。

まず,李 乗晶が1930年 代後半に創業 した 「三星」が積極的な多角化経営 を開

始 したのは朝鮮戦争の終わる頃であった。

李乗詰が早稲田大学専門部政経科に入学 した1930年 旦51は昭和恐慌の最巾であ

り,当 時の社会の混乱と思想運動は彼の生き方に影響 を与 えた。また,彼 の事

業に協力することとなる友人も早稲田大学時代にできている16》。たとえば,李

10)桜 井浩 「50年代 の工業化 」(服 部民夫編 『韓国 の丁業 化発展 の構図』 ア ジア経済研究所,1987

年)46-47ベ ー ジ,、

11)服 部.前 掲書 「韓 国o)経 営 発展』45ペ ー シ,、

12)服 部.前 掲書 「韓国の経営発展145ペ ー ジ,.

13)服 部民夫1経 済 成長 と 「財 閥」の形成 』(中兼和津次編 『講座現代 ア ジァ2.近 代化 と構造

変動』東京大・学出版会,1994年)247ペ ー ジ.服 部 はここで.「最 初の財 閥が形成 されたo)が この

時期(筆 者注,1950年 代 中頃を指 す)で あ る」 と して金嫡夏の1957年 説 を引用 している、

14)深 川 由起子 『韓国 ・先進国経 済論』 日本経済新聞社.1997年,16ペ ー シ。

15》 李乗結 「湖巌 自伝』 中央 日報社,1986年,14べ 一 ジ,,

16〉 同上書,14-15ペ ージ,
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乗詰が48年三星物産公司 を設立 したとき,日 本留学から帰国した趙洪斎が出資

して事業に加わった1"。社長は李乗詰であ り,趙 洪斎 は専務であった,、三星物

産公司は51年 に現在の三星の母体 とも見 られる三星物産株式会社 として再出発

した。53年 に第一精糖,54年 に第一毛織を共同経営 しながら.62年 まで両者の

協力関係は続 いたが,同 年趙洪斎は挟を分け,暁 星グループを率いていくこと

になった、「三星物産」はさらに58年 から59年 にかけていくつかの銀行を吸収

して当時の市中銀行5行 中3行 までを手中に収めた。さらに,政 府と緊密な関

係を保ちながら63年 には東方生命(現 在の三星生命)を 吸収 し,ま た68年 には

三星電子 を設立した18'。その他,百 貨店,海 上保険,新 聞,放 送,肥 料など相

ついで吸収 と新規企業設立を進め,水 平的多角化を図ったのである。

また,「現代」は,戦 前に自動車修理業を行っていた鄭周永が47年 に現代土

建を創業,50年 には現代自動車サービスと現代土建の合併による 「現代建設」

を設立 し,同 社が 「現代」の直接的な源流 となっだ91。「現代jは 「三星」や

「LG」 のような 「商人資本的段階」を経ず に,50～60年 代 の建設 ブームに

乗 って.重 化学工業部門に基盤をおきながら,70年 代に急速に傘下企業を増大

させた韓国高度成長期の代表的 「財閥」である:`0〕。

「現代」 グループの 「中核3社 」の共通 した特徴はそれぞれ政府の政策に密

接に関係 した事業で急成長 したことである。すなわち,現 代建設は財政投資と

外資の公共借款に関連 した建設工事 に支えられて資本蓄積 した。67年 設立の現

代 自動車 も韓国政府による重点育成産業 としての保護 と優遇的金融支援を受け

て発農 した31!1、、また,73年 設立の現代重一r業は政府の造船育成政策と輸出産業

としての支援を受け巨額の外資借款 も受 けた。その後,70年 代の 「現代」は,

17)同 上書,48ペ ー ジ。李鐘宰 『財閥o園 刈』韓 国日報総合出版,1993年,158ベ ー ジ、,

18)金 永郁 『≡星 釧叫z}糾 斗層斗ス1州子至 州垂奄 唱『L』刈音大 学校大学 院,経 済学博士学位論文,

1993年,36-70ベ ージ。

19)服 部,前 掲書r韓 国の経営発展 』255ペ ーシ、

20)高 龍秀 「韓 国資本主義 におけるr財 閥」の発展過程」(本 多健吉監修 『韓国資本主義論 争』 世

界書院.1990年)175ペ ージ.

21)服 部.前 掲論文 「韓国資本主義における 「財 閥」の発展過程」175-195ペ ージ。
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重化学工業を中心に水平的多角化経営を進め,現 代セメント,現 代鋼管,現 代

精工,現 代重電機など,あ るいは現代商船,現 代綜合商事などの多数のグルー

プ企業を設立 した。さらに,80年 代 に入ると83年の現代電子産業や84年 の現代

エレベーターなど電子 ・電機分野にも進出して広範な産業分野にわたる有力企

業を多数擁する大財閥に成長 した。

さて,以 下では 「LG」 について,や や詳 しく述べてみよう。

1940年 に具仁會商会を設立 した創業者具仁曾は,「光復」後,化 粧品事業で

基礎 を固めて,47年 に 「楽喜化学工業所」 を創立 し,ま た,電 気部門の事業を

起こして.58年 に 「金星」 を設立 した。「現代」,「三星」は水平的多角経営に

積極的であったか,そ の後の 「LG」 はむ しろ。戦略的 に焦点を絞った化学と

電機の2部 門の垂直的多角化経営を軸として展開してきたのである22〉。

皿LG財 閥の草創期

具仁 會 は1907年,慶 尚南 道 晋 陽 郡智 水 面 勝 内里23〉に再 書 の長 男 と して 生 まれ

た,,祖 父 の然 鏑 は 官吏 で あ っ た。1920年 近所 に住 む大 地 主,許 萬 皇 の 娘 と結 婚

した 。 具 家 と許家 の交 流 は こ れが 初 め て で は な く,然 鍋 の3番 目の 娘 が 許 萬 建

の 次 男 に嫁 いで い た241。具仁 會 は幼 少 か ら然鏑,再 書 の 下 で 塾教 育 を受 け て い

たが,1921年 慶 尚南 道 の普 通 学 校(後 の 智水 初等 学 校)が 設 立 され た と き,年

上 の 許 善 九 の勧 め に よ り2学 年 に入 学 して 通 う こ と に な っ た25)。後 に 許 氏 との

共 同 とい わ れ る経 営 が は じ まっ たの は,具 家 と許 家 とが姻 戚 関係 にあ っ た こ と

が 要 因 で はあ る が,こ の よ うな生 い 立 ちの環 境 か ら条 件 が整 え られ て い っ たの

で あ る。 「三 星 」 の 総 帥 とな っ た李 乗 吉吉も同 じ学 校 に通 っ て い た が,李 乗 詰 は

1910年 生 まれ で あ り,学 年 は異 な って い た で あ ろ うか ら,彼 らが互 い に小 学 校

22)服 部,前 掲書 『韓国の経営発展』265ページ、深川,前 掲書。157ぺ一ジ,小玉敏彦 『韓国工業

化 と企業集団』学文社.1995年,126ベ ージ。孔柄漠 「環境変化と韓国財閥の成長戦略」(牧戸孝

雄 『岐路に立つ韓国企業経営』名占屋大学出版会.1994年)93ペ ーシ等、,

23)金 柄夏 『財閥到形成引企業家活動』赴号憶 噌到,1991年,345ペ ージ、

24)社 望層 『子処』司』刈 是・蛙,1984年,11ペ ー ジ.

25)(午)LGo蝿 三編集,前 掲書 『LG尋叫50唱メH,91ぺ 一ジ。
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時代に面識があったか どうかは不明である。「暁星」の総帥 となった趙洪斎 も

同郷であり,具 仁會とはサ ッカーの仲問でもあった。具仁會が楽喜化学工業 を

創業 して間もない頃,具 仁會の弟の泰會は趙洪斎が 日本の早稲田に留学 してい

るのを知って,プ ラスチック製造を始めるための研究資料を依頼する手紙を出

し.1951年 に 『合成樹脂叢書』6巻 を日本で買ってもらっている361。

次に見るように,具 仁會の兄弟や親族には日本留学の経験者が多い。具仁曾

が個人で事業 を始めた頃,す なわち戦時中から,日 本 との取 り引きに関心が

あった。海外を視野に入れながら,彼 は兄弟,親 族,友 人の良き協力 を得て,

「LG」 の今日の基礎を築いた。彼の経営の基本哲学は人和団結主義27)である。

「LG」 という大財閥の経営が具 ・許両家の協力関係で行われ,今 日まで続い

てきたのはこの経営哲学がよく引き継がれてきたからであろう。

1具 仁會の大家族主義経営

具仁會は故郷の初等学校を中退後,ソ ウルヘ出て高等普通学校 に再進学 した

が,1926年 に義父が死去 したとき,郷 里へ帰って協同組合を設立 した。文房

具 ・雑貨 ・石油等 を取 り扱い釜山に良 く通った。商売 を覚えた彼は,故 郷に近

い地方都市 ・晋州 に出て35年 「具仁會商店」を設立 し木綿 ・絹の布物商売を中

心に事業を始めた。日本の戦時景気 もあって.反 物売上で得る利益は大 きかっ

たが,そ の後統制経済が厳 しくなったため,比 較的自由に取引できる魚類 と青

果の商売を始めるため,1940年 に具仁會商会を設立 した。光復の年,1945年 の

10月頃,許 萬正は三男の準九に仕事 をおぼえさせるため,釜 山で同商会を経営

していた具仁會のところへ連れてきた。その時,許 萬正も出資 し,具 仁曾は旧

日本資産の家屋を購入して朝鮮興業社 を設立 し,具 家と許家の出資による協力

型経営が始 まった28,。従来LGの 「共同経営」といわれてきた実態は後に述べ

26)(苧)LG。"三 編集.葡 掲書 『LG叫 督50堪 スト』,91ペ ー ジ,、

27)金 聖蕎 「蓮庵 具仁 會外上南具滋瞭 潮生涯外経 営理念」 『蓮庵具仁會,上 南具滋 曝,研 究』修 道

院2000年,28ペ ー ジ(韓 国語),、

28)(手)LG州 三編集,前 掲書 『LG糾 叫50岨 斗』.g6ペ ージ。
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るように創業から具家主導がはっきりしていると見られるので,平 面的な共同

ではないという意味で,す なわち具家と許家の重層的経営である事 を説明する

ため,敢 えて 「協力型」経営 と呼ぶ事とした。具仁會はまず木炭販売から再出

発 し,対 馬との炭貿易を始めたが風浪に押 されて福岡に着 き農機具 を買って

帰ったときの利益 はなかった、、その後,化 粧クリーム販売から,楽 喜化学工業

の設立に向けて具仁會の本格的な活躍が始まった。

ここで,創 業時の具仁會を取 り巻 く兄弟,許 氏の活動を概観 して,具 仁會の

人となり,才 量,理 念,そ して彼が目指 した経営の方向を探 ってみよう、,、

具仁會のす ぐ下の弟,哲 會は具翔書(第1図 参照)の 養子となり.ま た,哲

會の長女は,許 萬正の三男,許 準九と結婚 した29)。許準九は1945年 秋から朝鮮

興業社で営業活動 し,そ の後準九の弟,慎 九 とともに楽喜化学工業のソウル営

業拠点で活躍 し,ま た,準 九の兄である次男の鶴九は製造部門を担当 した。釜

山を拠点としていた楽喜化学工業は,53年 にソウル事務所を開設 して具泰會が

専務として責任者 となり,さ らに海外 情報の収集およぴ輸入業務のため楽喜産

業をソウルに設立 して,具 哲會が副社長となった。この楽喜産業は56年 に半島

商事 と改称 し,後 にLG商 社 となった。具仁會社長は ソウル事務所 と楽喜産

業の最高責任者として活躍した。

許準九の経営参加と許萬正の資本参加を契機として,準 九の兄弟 も参加する

ようになり,具 家と許家の協力型経営の基盤が出来上がっていった。許家は特

に営業 ・製造分野で創業期の経営に大 きく寄与 したのである,、

二番目の弟,貞 會は1939年 東京芝浦高等工業を卒業 して県庁に勤めていたが

退職 して,具 仁會商会に合流 し,歯 磨 きの開発責任者 となって楽喜化学を化粧

クリームから新たな発展段階に引き上げて,哲 會ととも具仁會の事業発展に貢

献 した。

また,具 仁曾の三番 目の弟,泰 會は楽喜化学工業社設立当初.釜 山で日本か

らの香料輸入業務を担当した後,ソ ウルの営業所で企画を担当し,そ の後プラ

29)01噌 骨 「55噴社淵土91道」『新東亜』2002年9月号,286ページ。
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第1表 具 家 家 系 図

具徳祖

具然凱 具然鏑(晩 悔)

具翔書 具再書

具哲會 具仁 會1許 乙壽 出系哲會 貞會 泰會 平會 斗會

粧 蕪響羅轡
升LG商 社代表理事
f学LG化 学代表理事

斗LG情 報通信代表理裏

日 日養電気社長

克 米州地域本部長

元LG建 設代表理事

滋
雛

滋
滋
滋
滋
滋
滋

會
者業

仁
創

梅 礒 準灘 陰 會の娘,、、、、,,.、電、線名誉会長

嗣i縫1填欝
編副1嚢雛 號 一
平 會一r一 慈 烈LG証 券専務

叡一油4
平

LG

糖

柳

具 再 書

騨 窮理事 畷 郵G電儲
一斗 會 滋 股

LG倉 唖業顧 問

LG-Cωtex精 才由代表理事,1987～94年

ル新聞編集 『財閥 と家族』1991年,12月 号,57ペ ー ジ,そ の他出所:ソ ウ
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スチック開発を担当 して,楽 喜化学工業を新 しい飛躍へ導いた。四番目の弟の

平會はソウル事務所開設の頃,海 外駐在員 としてニューヨークで活躍 し,メ キ

シコにまで足を伸ばした。末弟(五 番目の弟)斗 會は早稲田大学.政 経学科を

出て1937年 から反物販売を手伝 っており,人 絹に刺繍加工 して注文販売するよ

うになり,事 業は順調に進んで,後 にソウルで貿易業務を担当 した3。1。

このように具仁會の兄弟全員がそれぞれ仕事を分担 しながら参加 し,長 男の

具滋儲 をはじめとした子供たち,許 準九をはじめとした許家の兄弟など,皆 が

良く協力 して,楽 喜化学 を発展 させ,今 日の 「LG」 の基礎 を築いた。これは

具仁會の経営哲学である人和団結主義によるものであり、彼は家族のみならず.

取引関係者 も含めて,接 触する人との和 を大切にした。

商人からスター トした具仁會は化粧 クリームの製造 ・販売を出発点として,

化学製品から合成樹脂,電 機製品昏 と事業分野を拡大 し,ま た,情 報収集,部

品の輸入 ・製品の販路でもある海外市場の重要性をよく認識 して日本との接触

も図り,日 本で教育を受けた者を活用 しただけでなく,米 国にも兄弟の駐在員

を派遣するなど,国 際的な視野をもって活動 した。すなわち,人 和団結主義.

グローバル志向,技 術革新型であり,さ らに財務管理 と組織づ くりにも創造性

を発揮 した.,

たとえば,海 外の情報 を集めようとする強い志向は創業期の具仁曾商会時代

から見られた。楽喜化学工業がスター トするとソウル事務所 を海外情報の収集

窓口とし,す ぐに平會をニューヨークヘ派遣 し,本 社のほうでは歯磨 きから,

プラスチック.ラ ジオ,、テレビと技術開発を進める技術開発型の経営方針の下

で.設 備導入,技 術提携,合 弁事業など口・米 ・欧の海外企業との連携 も活発

に進めた。

創業期の企業にとって,技 術やマーケティングは重要たか,志 半ばで挫折する

原因は.財 務や組織の不備による場合が多い。具仁會は評判高い吝畜家だった鋤。

301(手)LG。 貝三 編 集.前 掲 書 『LG聾 聾50威 べ}』,94ぺ 一 ジ。

31)金 聖 壽,前 掲 論 文,31-33ペ ー ジ、
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現在のように資金調達手段 の発達 していない当時 としては,徹 底 した無駄の排

除と思い切 った決断 による必要資金の投入,そ して厳 しい財務管理が重要で

あった。また,近 代経営の組織にも着目し,電 機,化 学部門で事業部制を採用

し,事 業拡大に伴 って事業部の外部化,再 編 を断行 して,高 度成長に向かう地

盤を築いた。また,財 閥運営の要となる会長制の導入も韓国で最初に手がけた

のである32)。

2具 家 と許家の協力型経営の メカニズム

「LG」 の 源 流 とな る楽 喜 化 学 工 業 社 は1947年 に創 立 され たが,谷 浦 孝 雄 に

よれ ば,同 社 は1962年 に設 立 され た楽 喜 ビニ ー ル工 業 に吸 収 され て1966年 に楽

喜 化 学 工業(株)と して再 編 され,ス タ ー トした の で あ る。 そ れ まで は具 仁 會 の

個 人商 店 で あ った とい う。 「楽 喜 ビニ ー ル工 業 の 創 業 時 代 の株 式 分 布 は具 仁 會

51.9%,そ の他 の 具 氏 親 族2L6%,許 準 九2L1%,そ の他 の 許 氏 親 族2、9%.

そ の他2.5%で あ っ た」鋤。

と ころ で,許 家 は ス ター トの 時 か ら家訓 を定 め 具 家 の 事 業 を支 え て い く方針

を決 め て い た とい う鋤。許 家 は 具家 の経 営 に参加 し,許 鶴 九 は製 造 部 門 か ら,

許準 九,許 慎 九 な どは営 業 畑 か ら ト ップマ ネ ジメ ン トにの ぼ っ たが,許 家 の 経

営 参 加 は許萬 正 一 族(第2図 参 照)の3兄 弟 な どが 中心 で あ っ た。 許 萬 正 と許

萬 建 と は六 親等 の 親族35妻で は あ っ たが,許 萬 建 も含 め て,他 の許 一 族 か ら の参

加 は なか っ た。

す な わ ち,具 家 と許 家 との 共 同 経 営 と い わ れ て き た実 態 は,具 家 と許 萬 正

家 との 協 力 型 経 営 で あ っ た の で あ る。 ま た,創 業 当 初 の経 営 分 担 を見 る と,

開発 ・海 外 ・財 務 ・人 事 部 門等 の 経 営 の 要 で は具 家 が 主 力 と な り,許 萬 正 家

は 営 業 ・製 造 部 門 に お い て 具 家 と と も経 営 参 加 して い た 。、こ の よ う に,具 家

32)谷 浦孝雄 「ラ ッキー金星 グルー プ」 「アジア経済』第33巻 第6号,1992年6月,79ペ ージ。

33)谷 浦,同 上論文,79ペ ー ジ。

34)LG構 造調整本部での聞 き取 り調査 による.

35)(午)LG。 蝿三編集,前 掲書rLG舛 叫50嘘 べH,96ぺ 一 ジ、,



72(426) 第171巻 第4号

第2表 許萬窪家系図

習 器二二量欝
出所 二社噌層 『辛 望室1』刈是噛,1984年,11ペ ーシ,他 資料。

と許萬正家との業務上の棲み分けが当初から図られていたことが読み取れる。

具仁會の人和団結主義の下で協力型経営が続 けられたのは,具 家の主導下で

経営分担の棲み分 けがあったからであ り,許 家も良 く承知 していたからで

あった。

また,許 萬正氏の長男 ・鼎九氏は李乗詰 と極めて親 しい関係にあり,!961年

に三星を離れるまでは三星物産の経営に参与 していた36)ようであった。その後 ,

スポーッ用品を専門に製造販売するサムヤン通商を創業 し会長となった。鼎九

の死後,彼 の子供 はその事業 を引 き継いだ、また,具 仁會の三男,滋 学は李乗

吉吉の一人娘と結婚 している。 このように,ラ イバルの財閥とも人的に錯綜 しな

がらも,儒 教社会の伝統 を守,)て,具 仁會一滋曝一本茂 という長子相続と,具

仁會が築いた人事の基本方針,つ まり具家に対しての一定の範囲までの許萬止

家の協力という原則がよく貫かれていた。

3LGの 源流,楽 喜化学工業の設立

さて,朝 鮮 興 業 社 の 事 業 を模 索 して い た と き,日 本 人 が 「天 津 」 の 商標 で化

粧 品 を生 産 して い た旧 工 場 を韓 国 人 が 引 き取 り生 産 して い た ところ に,具 仁 會

は偶 然 遭 遇 した。 具 仁 會 は この 化粧 品(ク リー ム)を 役 所 の 販 売 許可 を得 て販

売 し,成 功 の端 緒 をつ か ん だ 。 さ らに,46年,具 仁 會 は釜 山 近 くの 影 島 を訪

れ て 日本 人 が 経 営 して いた 石 鹸工 場 の跡 地 で大 量 の 原 料 を発 見 した。 戦後 の原

料 入手 難 にあ え い で い た 中 で,宝 の 山 を見 つ け た ので あ り,こ れ を300万 ウ ォ

ンで買 い取 り,釜 山 て ク リー ム生 産 を始 め た。 当 時 の 人 気 製 品 「ラ ッキ ー ・ク

36)01噌 ・ぜ,前掲論文.287ペ ージ。
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第3表 許 萬止 家 系図

許 萬 止

鼎 九(故)ニ サムヤ ン通商名誉 会長 ・

南閉(64):サ ムヤ ン通商会長,ド ンス(59)二LGカ ルテ ックス精 油代表理

事,カ ンス(56):サ ムヤ ン ・インタナ ショナル会長 。

鶴 九(故):LG電 線副社 長,チ ョンス(58〉:精 化会長,,

準 九(故):LG電 線代表理事,

昌守(54)二LG建 設社長,チ ョンス(52)lLG機 工社長,

ジンス(49):LGカ ルテ ックス精油副社長,ミ ョンス(47):LG建 設常務,

テス(45):LGホ ーム ショッピング常務 。

慎 九(73):LG電 子・代表理事,LG創 業顧問,

キ ョンス(45):コ スモ社長,ヨ ンスlLG商 社常務。

ワ ン グ(66):勝 山会長,ユ ンス(34)勝 山副社 長

ス ン ヒ ョウ(59)ア ル ト社長、、

ス ン ビ ョウ(56)メ デ ィァー ト会艮

ス ン ジ ョウ(52)LG流 通社長。

出所:『 東亜 日報」2002年9月 号,287ペ ー ジ,そ の他。

リー ム」 の発 売 で あ っ た。

47年 には 「楽喜 化 学 工 業 所 」 と して登 記 し,化 学 工業 品 製 造 業 と して 本 格 的

な生 産 が 始 ま った 。 同所 の ス ター トは商 業資 本 か ら産 業 資 本 へ と彼 の 事 業 を転

換 させ た の で あ り,今 日の 「LG」 の 淵 源 とな った 。

戦 前 日本 人 が組 織 して い た朝 鮮 に お け る2つ の化 粧 品組 合 は49年 に は大 韓 化

粧 品 工 業協 会 と改 称 され.52年 に は具仁 會 が 理事 長 に選 任 され た。 朝 鮮 戦 争 が

始 まった 頃 か ら化 粧 品 の製 造 業 者 は急 増 し始 め.休 戦 の53年 頃 に は乱 売 競 争 と

な っ た。 協 会 資 料 に よ る と化 粧 品 製 造 業 者 数 の ピー クは55年 の147社 で あ')た

と い デ ア1。ラ ッキ ー ・ク リー ム は,60年 初頭 まで ソウ ル市 内 で 太 鼓 を叩 き なが

ら幟 を立 て て"ド ン ドン ・ク リー ム"と して 賑 や か に行 商 して い た との証 言 も

あ り381,庶 民 に浸 透 して い た化 粧 品 で あ った と思 わ れ る。

37)(争)LG。"三 編集,前 掲書 『LG糾 叫50唱 スH,102ベ ー ジ、

38)韓 国放 送大 学校 の金幕元博士 は当時の記憶 をこのよ うに述べ た。
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皿LGの 近代経営の基礎

1技 術開発 による多角化経 営

化粧 ク リー ム販 売 が 軌 道 に乗 る と とも に,ク リー ム用 の 容 器 を作 れ ば販 売 の

相乗 効 果 が期 待 で きる とい う こ とか ら,ま ず プ ラ スチ ック容 器 の 生産 に着 手 す

る こ とに な っ た。51年,米 国 に プラ ス チ ック用 射 出 成 形 機 を発 注 して,翌 年 に

釜 山工 場 を設 立,韓 国 にお ける プラ スチ ック工 業 の 嗜 矢 と な った 、,

そ の後,各 種 プ ラ スチ ック製 品 に加 え て,53年 に歯 ブ ラ シ を,55年 に歯 磨 き

を製 品 化 し,軍 隊 納 入 に成 功 す る こ とで生 産 は軌 道 に乗 った 。 ピニ ー ル製 品 の

売 上 も伸 び て い っ た。

この よ うに 同社 の製 品 分 野 は化粧 品 お よ び生 活 健 康 関 連 分 野 へ と拡 大 し,垂

直 的 多 角化 経 営 がす す め られ た391。

2水 平方向の電機分野へ多角化

朝鮮動乱で荒廃 した韓国ではラジオは人々にとって最も重要な情報源であり,

米国製 ・口本製ラジオの需要が急増 した。化粧クリーム販売およびクリーム用

プラスチ ック容器のタイムリーな開発で成功 した具仁會にとって,次 の事業開

発が求められていた。

1957年,具 仁會はソウル事務所の企画部長ユ ン・ウクヒョン(暑 岳量)に 新

規事業について相談 した。彼は即座にラジオの国産化を提案 し,ラ ジオのケー

スはプラスチ ックであり,部 品は外国からの技術導入によって国産化が可能だ

と主張 しだP'。具仁會は翌58年4月,そ の提案 を採択 し西独の技術者 に設計 ・

製作責任 を委託.西 独から製造設備を導入した。 これに先立って,楽 喜化学工

業の歯磨 き工場の初期設備 も54年 に ドイツ,米 国,日 本等 から導入 されてい

39)PalllMilgrom,JohnRobertsEビ 伽 ωπ1`5,(》 君御'2`癖oη 琶1し4`～ノ～`～9ぞ2η～砿Prentice・lial[、Inc。,

1992.(奥 野 正寛 ・伊 東 秀 史 ・今 井 晴 雄 ・西 村 理.・ 八 木甫 訳 『組織 の経 済学 』NTT出 版,1997年

605ベ ー ジ〉。

40)音 噌!守35嘘!昏 岨 赴 ・♀1墨』司廻 赴 『号 碧 刈{}5旦 バ}』 刈舌{1モ 刈一,1993年,209-210ペ ー ジ。
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る1%

58年10月,楽 喜化学工業所が釜山に持っていた 「金星合成樹脂工業杜」は

「金量社」に社名変更され,ラ ジオおよび,電 子部品 ・機器の工場が建設 され

た。ユン部長は59年常務に抜擢 され新 しい電子機器生産部門の総指揮者 となっ

た。 しかし,新 事業は困難の連続であり,創 業から10年間の経営不振の中で撤

退 も考えられたほどであったといゲ21。

この苦境を救ったのは,61年5月 に登場 した朴正煕政権によって推進 された

農漁村にラジオを送る運動であった。金星社はラジオ販売に続いて、扇風機,

電話機,そ して66年 には白黒テレビなども製品化 した。他方,61年 には国産化

可能なラジオ部品の輸入禁止並びに特定外来製品販売禁止措置がとられたこと

も大 きかっだ31。また,66年 に制定された 「電子工業振興法」とともに,政 府

の支援策が大いに奏効 したのである。

このような法制度の支援 を別 としても.政 府の政策は特定産業の創出を財閥

に促すような関係もあったが,「LG」 の経営は政治との関係が他の財閥より離

れた所にあり,政 治の動向による特別な恩恵に依存する度合いは少なかった。

その分,政 治動向に左右されることも少なかったため,技 術開発,す なわち電

機 ・化学の2部 門に関連 した分野の開発努力に集中できたといえよう。いうま

でもなく,創 業当初には,韓 国電線のスター トにおける政府の要請との関係な

ど問題はあったし,化 粧クリームの原料割 り当てでも利便はあったと窺える し,

湖南精油の合弁は政府の政策に沿って他に先駆けたということはあった。 しか

し,他 の財閥と比較 して見た場合 「L(}」はグローバル経営とセットになった

技術開発型で地道な安定経営を選びながら,化 学 と電機の2部 門に経営を集巾

したのである、,

41)(午)1、G。 碍三.編集,前 掲者:『1、G訓・叫50堪 バト』,121ベ ー ジ。

42)号 碧斗35岨 祥屯 培釧剖 到対ネ},前 掲書,205ペ ージ。谷浦,前 掲論文.74ペ ー ジ、

43)号 眉斗35岨 朴 屯嬉羽剣司遍赴、前掲書,80ペ ー ジ。なお・服部民夫 は服部,前 掲書,60ペ ー ジ

で次の ように述 べている。「61年に韓国政府 は完成 品の輸 入を禁ILし,つ いで第1次 計画 の開始

年である62年 にはすで1二国産が可 能な部 品の輸入禁止措置 をとった」.
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3事 業部制 の採用 と会長制の創案

「金 星 社」 は 以上 の よ うに.生 産 品 目 を拡 大 しな が ら,62年 に は ラ ジ オ輸 出

も 開始 し た弱1。さ ら に66年 に は 韓 国 ケ ー ブ ル を1:1の 比 率 で 吸 収 合 併 して,

67年 に は 日立 電 線 と技 術 提 携 契 約 した45)、、一 方,「 楽喜 化 学 」 で も,67年 に米

国 カ ル テ ッ ク ス社 と1=1の 山 資 比 率 で湖 南 精 油(現LGカ ルテ ック ス精 油)

を 設 立,68年 に は 楽 喜 油 脂 工 業 を設 立 し,さ ら に 同 年,米 国 コ ンチ ネ ン タル

カー ボ ン社 との 合 弁 会 社韓 国 コ ンチ ネ ンタ ル カー ボ ン を設 立 した。 こ う した製

品分 野 の拡 大 は,事 業 戦 略 組織 の再 編 成 を必 要 と させ た。

1967年,金 星 社 は韓 国 で 最 初 の製 ・販 一 致 の事 業 部 制 を採 用 す る こ とに な り,

通信 ・電 線 ・家 電 の3事 業 部 が誕 生 した46}。改 編 後 の6月 の本 社 機 構 図 に よ れ

ば,3事 業 部 と企 画 管 理 室 お よ び経 理 部 門 の5部 門が 平 等 に並 んで お り,社 長

の 下で専 務 が5部 門全 体 を統 括 して い た 。 ヒ述 の3事 業 部 は そ れぞ れ 工 場 お よ

ぴ業 務部 を持 ち,業 務 部 は営 業 課,企 画課,業 務 課 また は管 理 課 な ど を持 って

い た。 この組 織 変 更 に と もな 一)て,経 営 管理 部 門 を生 産 部 門 か ら分 離 して経 営

管 理 部 門 組織 と本社 を ソ ウルヘ 移 転 し,同 社 の 本拠 は釜 【1,1から ソウ ルヘ と移 っ

たし、

さ らに,69年10月 に は,電 線 と通 信 の2事 業 部 を ス ピ ン ・オ フ して,金 星 通

信株 式 会 社 お よ び金 星 電 線 株 式 会社 を設 立 し,「 金 星社 」 本 体 に は家 電 事 業 部

の み が残 っ た.

他 方,「 楽 喜 化 学 」 に つ い て は 「金 星社 」 が事 業 部 制 を採 用 した翌68年1月

に工 場 別 の 機 能 的事 業 部 を組 織 して い た が,同 年3月 に は 「金 星 社 」 同 様 の

製 ・販 一 致 型 の事 業 部 制 に改 組 し,プ ラ スチ ッ ク ・ビニ ー ル ・油 脂 の3事 業 部

で ス ター ト した 。

す な わ ち,1960年 代 末 に は 「楽喜 化 学 」 と 「金 星」 は 家 族 企 業 の枠 内 に は

あ っ たが,そ れ ぞ れ近 代 企 業 と して専 門 的事 業 戦 略 に基 づ い た事 業 部 制 組 織 に

44)・昔眉朴35岨λト組赴斜組潮短赴,前 掲書,80ペ ージ。

45)(争)LG。 蝿三編集 『LG岨亙35岨バト』LG社 起(ヰ),1997年,5Q,60ペ ージ。

46)号 胡朴35岨符週祉♀1鬼司割赴,前 掲書,249ペ ージ、
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よって70年代の高度成長期を迎える体制を整えたのである。

なお,事 業部制採用に先立って,66年 に 「会長制度」を導入したことも重要

であった、,グループ組織 を再編成 して具仁會自らがグループ会長に就 き,傘 下

の楽喜化学および金星の経営は身内の専門家に任せたのである。さらに68年 に

は会長直轄の 「企画調整室」 を設置 し,グ ループ統括の組織化を進めた47㌧1

こうして.「LG」 経営の基礎 を構築 し近代的戦略組織 を整えた具仁會は.69

年12月末日突然にこの世を去 り,新 しい後継者の登場を迎えることとなった。

1970年1月9日,金 星社の副社長であった長男の具滋儲は会長職に就任 した。

具仁會の兄弟や許準九らによって構成された 「運営会議」が設置され48),長子

相続の伝統的な継承によって,新 しい会長を支える体制が整えられた。楽喜化

学と金星はそれぞれがすでにいくつかの企業を傘下にもつ企業グループとして

成長 し,合 議制による新会長の下で,高 度成長期に向かうこととなった。

小 括

以上見てきたように,「LG」 経営の特徴 としてあげられている化学 と電機の

2部 門経営,あ るいは具家と許家の協力型経営の基礎 は具仁會によって築かれ

た。人和団結の精神を貰きなから,創 業以来 この経営方針 を続けることができ

たのは,2部 門経営を支える事業部制と会長制が創業期に構築 されて,そ の後,

さらに専門化による焦点集中の技術開発と安定経営によって継承されてきたか

らである。 また,両 家が協力型経営体制を続けながら,具 家のリー ドが安泰で

あったのは,事 業の担当分野で両者の棲み分けが創業時からで きて具家が経営

管理の要を占め,両 家が経営の基本的分担を良 く守ったことも重要な要因で

あった。

さらに海外から情報 をとり,技 術導入を積極的に進め,販 路 を開拓する姿勢

は今日のグローバル戦略の原形となっている。「LG」 はこの原点を基軸 としな

47)谷 浦,前 掲 論 文,82-83ベ ー ジ.

48)谷 浦,前 掲論 文,83ペ ー ジ.
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が ら,21世 紀 に人 って持 株 会杜 へ 発 展 して い るの で あ り,

た した役 割 は今 日 にお いて も重 要 な意 味 を持 って いる.

創業期の具仁會の果


